
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

国語 国語表現

評価規準 知 思

国語表現 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

漢字検定4級相当漢字の読み書きができる。
テンプレートを理解し、原稿を作成できる。

グループワークや表現活動で、自分の伝えたい
ことをわかりやすく伝えることができる。
わかりやすくスピーチ、発表学習を通し、創意
工夫を繰り返し、表現力をつける。

国語表現（大修館書店）　国語の表現力トレーニングノート（大修館書店）アシスト常用漢字（数研出版）

国語

自分の考えを整理し、相手や目的に応じて分かりやすく伝える力を育成する。

言語活動に主体的に取り組み、他者と関わりながら学びを深め、自己の成長に生かす態度を養う。

配当
時数

態

言葉や表現の基礎知識を身に付け、目的や相手に応じて適切に使う技能を養う。

【知識・技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書きができ
る。
【思考・判断・表現】
　グループワークや表現活動で、自分の伝え
たいことをわかりやすく伝えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ワークシート、課題への真剣に取り組むこ
とが　できる。

○ ○ ○ 15

国語表現

【 知　識　及　び　技　能 】

ワークシート、課題への真剣に取り組むことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

10

【知識・技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書きができ
る。
【思考・判断・表現】
　グループワークや表現活動で、自分の伝え
たいことをわかりやすく伝えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ワークシート、課題への真剣に取り組むこ

○

【知識・技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考・判断・表現】
　パワーポイントなどを使い、自分の好きな
ことをわかりやすく伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ワークシート、課題への真剣に取り組むこ
とが　できる。

○ 10

○

○ ○ ○ 10

○ ○

A 単元
【知識及び技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分のお気に入りの商品と、そ
の他の同等なもと比較し、わかり
やすく相手に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　スピーチ原稿、課題への真剣に
取り組み、期限内に提出する。

○ 15

A 単元
【知識及び技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　客観的なデータに基づいて、伝
えたいことをわかりやすく相手に
伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　グループワーク、課題に取り組
み、期限内に完成させる。

・スピーチ学習
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人２台端末の活用

【知識・技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考・判断・表現】
　パワーポイントなどを使い、客観的なデー
タに基づいて、伝えたいことをわかりやすく
相手に伝える。ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　スピーチ原稿、課題への真剣に取り組み、
期限内に提出することができる。

○ ○ ○ 10

・スピーチ学習
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人２台端末の活用

【知識・技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考・判断・表現】
　パワーポイントなどを使い、自分のお気に
入りの商品と、その他の同等なも。
【主体的に学習に取り組む態度】
　スピーチ原稿、課題への真剣に取り組み、
期限内に提出することができる。

○

【知識・技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書きができ
る。
【思考・判断・表現】
　グループワークや表現活動で、自分の伝え
たいことをわかりやすく伝えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ワークシート、課題への真剣に取り組むこ
とが　できる。

○ ○

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書
き。
  【思考力、判断力、表現力等】
　仮名の表記について学び、正し
く使う。
【学びに向かう力、人間性等】
　グループワーク、課題に取り組
み、期限内に完成させる。

・漢字学習４級
・わかりやすい文を書く(1)～(３)
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人１台端末の活用

・スピーチ学習
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人２台端末の活用

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書
き。
  【思考力、判断力、表現力等】
　仮名の表記について学び、正し
く使う。
【学びに向かう力、人間性等】
　グループワーク、課題に取り組
み、期限内に完成させる。

・オリエンテーション
・漢字学習４級
・言葉と表記(1)～(５)
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人１台端末の活用

A 単元
【知識及び技能】
　スピーチの構成について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の好きなことをわかりやす
く相手に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
　グループワーク、課題に取り組
み、期限内に完成させる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

国語

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　漢字検定4級相当漢字の読み書
き。
  【思考力、判断力、表現力等】
　仮名の表記について学び、正し
く使う。
【学びに向かう力、人間性等】
　グループワーク、課題に取り組

・漢字学習４級
・係り受けを整える(１)(２)
・相手に応じた言葉遣い(1)～(３)
・国語表現（大修館書店）　国語
の表現力トレーニングノート（大
修館書店）アシスト常用漢字（数
研出版）
・一人１台端末の活用



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

A 単元：公共の扉
【知識及び技能】
青年期が人生において持つ意味を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの自我について，マズローや
エリクソンの理論の基づき適切に
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
多様な人間と 協働する公共的空間
の担い手としての自覚を深める。

・指導事項
ルソー、第二の誕生、自我、エリ
クソン、青年期、防衛機制、マズ
ローの欲求会創設
・教材
授業プリント

【知識・技能】
青年期が人生において持つ意味を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
自らの自我について，マズローやエリクソン
の理論の基づき 適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様な人間と 協働する公共的空間の担い手
としての自覚を深めている。

社会における概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するとともに，諸
資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に
解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生き
る人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的
な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，
その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重
し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに，諸資料から，倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判
断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間に
おける基本的原理を活用して，事実を基に多
面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論する力を養う。

数研出版　「改訂版　高等学校　公共　これからの社会について考える」

公共

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正
に判断したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う

社会の一員として、よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を身に
付ける

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

B 単元：功利主義と義務論
【知識及び技能】
功利主義と義務論の相違について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
社会現象や政策判断を，功利主
義，義務論の考え方に基づき表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
学習した内容を自らの倫理観， 過
去の行為に照らし合わせ，思考す
る。

単元の具体的な指導目標

公共 公共
公共 公共 2

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ 1

1

9

C 単元：経済とは何か
【知識及び技能】
経済とは、生産・分配・消費の一
連の社会の仕組みであることを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
経済の動きを知り、大量生産・大
量消費の仕組みが社会に与える影
響について表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
経済の仕組みを理解し、機械で生
産する意味を考える。

○

○

単元テスト① ○

【知識・技能】
功利主義と義務論の相違について理解できて
いる
【思考・判断・表現】
社会現象や政策判断を，功利主
義，義務論の考え方に基づき 表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習した内容を自らの倫理観， 過去の行為
に照らし合わせ，思考している。

・指導事項
功利主義・義務論、ベンサム、ミ
ロ、カント、トロッコ問題
・教材
授業プリント

○ ○ ○

〇 8

1

・指導事項
産業革命、大量生産・大量消費、
企業の仕組み
・教材
授業プリント

【知識・技能】
経済とは、生産・分配・消費の一連の社会の
仕組みであることを理解している。
【思考・判断・表現】
経済の動きを知り、大量生産・大量消費の仕
組みが社会に与える影響について表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済の仕組みを理解し、機械で生産する意味
を考えている。

○ ○

○ ○

・指導事項
我が国の法体系、共有地の悲劇
・教材
授業プリント

【知識及び技能】
法と道徳との相違点について理解している。
日本の法体系，法の分類，法の対象について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
よりよい社会の実現のために法がどのような
機能を果たしているか表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
法について関心を持ち，巻末の法文にあたろ
うとしている。

〇 〇 〇 8

〇 10

7

単元テスト② ○

確認テスト①

F 単元：法と社会
【知識及び技能】
法と道徳との相違点について理解
している。日本の法体系，法の分
類，法の対象について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
よりよい社会の実現のために法が
どのような機能を果たしているか
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
法について関心を持ち，巻末の法
文にあたろうとする。

単元テスト④ ○ ○ 1

E 単元：多様な契約
【知識及び技能】
契約が当事者の同意により，成立
することを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 自らの体験に基づき，契約や契約
取り消しについて表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
18歳成年について自ら が近く 持
つ権利と，責任について自覚を深
めている。

・指導事項
契約、ルールとマナー
・教材
授業プリント

【知識・技能】
契約が当事者の同意により，成立することを
理解している。
【思考・判断・表現】
 自らの体験に基づき，契約や契約取り消し
について表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18歳成年について自ら が近く 持つ権利と，
責任について自覚を深めている。

〇 〇

確認テスト② 〇 〇 1

〇 7

単元テスト③ ○ ○ 1

３
学
期

G 単元：国会と内閣、地方自治
【知識及び技能】
国会の仕組みや立法手続き，行政
組織，三権の均衡など基礎的な知
識を習得している。官僚が権力を
持つことの問題点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
国会と内閣および行政組織の関係
を理解したうえで，官僚政治の問
題点，政治主導に転換した現在の
課題点について思考し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
私たちの民意を実現するために，
よりよい政治の仕組みを考察す
る。

・指導事項
三権分立、日本国憲法、地方自
治、官僚制
・教材
授業プリント

【知識及び技能】
国会の仕組みや立法手続き，行政組織，三権
の均衡など基礎的な知識を習得している。官
僚が権力を持つことの問題点を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
国会と内閣および行政組織の関係を理解した
うえで，官僚政治の問題点，政治主導に転換
した現在の課題点について思考し表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
私たちの民意を実現するために，よりよい政
治の仕組みを考察しようとしている。

〇 〇

２
学
期

D 単元：企業の仕組み
【知識及び技能】
直接金融，間接金融の違いと，銀
行，証券会社など金融機関の役割
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 金融の仕組みを通じてお金が流
れ，経済主体の間を循環し ている
ことを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
預金や株式などに関心を持ち， 経
済主体としての自覚を深める。

・指導事項
株式会社の仕組み、金融の仕組み
・教材
授業プリント
「株式会社を作ろう」
司法書士による講演

【知識・技能】
直接金融，間接金融の違いと，銀行，証券会
社など金融機関の役割を理解している。
【思考・判断・表現】
金融の仕組みを通じてお金が流
れ，経済主体の間を循環し ていることを表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
預金や株式などに関心を持ち， 経済主体と
しての自覚を深めている。

〇 〇



〇

確認テスト③ ○ ○ 1

〇 5

単元テスト⑤ ○ ○ 1

H 単元：選挙と政治参加
【知識及び技能】
民主主義とは，国民に主権がある
という基本的な考え方に基づき，
これを実現するためにさまざまな
選挙制度や法律があることを理解
し，その内容を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
個々の選挙制度についての利点と
難点を，民意をよりよく反映させ
るという観点から説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
選挙に関心をもち，18歳になると
きを想定して，主権者としての自
覚を深める。

・指導事項
小選挙区比例代表並立制、民主主
義、ドント方式
・教材
授業プリント

【知識及び技能】
民主主義とは，国民に主権があるという基本
的な考え方に基づき，これを実現するために
さまざまな選挙制度や法律があることを理解
し，その内容を読み取っている。
【思考力、判断力、表現力等】
個々の選挙制度についての利点と難点を，民
意をよりよく反映させるという観点から説明
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
選挙に関心をもち，18歳になるときを想定し
て，主権者としての自覚を深めている。

〇

〇 8

合計

70

３
学
期

G 単元：国会と内閣、地方自治
【知識及び技能】
国会の仕組みや立法手続き，行政
組織，三権の均衡など基礎的な知
識を習得している。官僚が権力を
持つことの問題点を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
国会と内閣および行政組織の関係
を理解したうえで，官僚政治の問
題点，政治主導に転換した現在の
課題点について思考し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
私たちの民意を実現するために，
よりよい政治の仕組みを考察す
る。

・指導事項
三権分立、日本国憲法、地方自
治、官僚制
・教材
授業プリント

【知識及び技能】
国会の仕組みや立法手続き，行政組織，三権
の均衡など基礎的な知識を習得している。官
僚が権力を持つことの問題点を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
国会と内閣および行政組織の関係を理解した
うえで，官僚政治の問題点，政治主導に転換
した現在の課題点について思考し表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
私たちの民意を実現するために，よりよい政
治の仕組みを考察しようとしている。

〇 〇



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ） 　

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

 

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科

１
学
期

１編　１章　直線運動の世界

【知識及び技能】
物理量の測定と扱い方、運動の表し方、直線運
動の加速度について、観察、実験などを通して
理解しているとともに、科学的に探究するため
の基本操作や基本技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
運動の表し方について、問題を見いだし見通し
をもって観察、実験などを行い、科学的に考察
し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方に関する事物・現象に主体的に関
わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

・運動の表し方
・変位と速度
・等速直線運動
・合成速度と相対速度
・速度が変わる運動
・自由落下
・鉛直投射
・水平投射

１編　１章　直線運動の世界

【知識及び技能】
物理量の測定と扱い方、運動の表し方、直線運動の加速度に
ついて、観察、実験などを通して理解しているとともに、科
学的に探究するための基本操作や基本技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
運動の表し方について、問題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方に関する事物・現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとしている。

〇 〇

１編　２章　力と運動の法則

【知識及び技能】
さまざまな力、力のつり合い、運動の法則、物
体の落下運動について、観察、実験などを通し
て理解しているとともに、科学的に探究するた
めの基本操作や基本技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな力とそのはたらきについて、問題を
見いだし見通しをもって観察、実験などを行
い、科学的に考察し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな力とそのはたらきに関する事物・現
象に主体的に関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・力とつり合い
・力の合成と分解
・垂直抗力と弾性力
・慣性の法則
・「運動の変化」と「力」
・作用反作用の法則
・静止摩擦力とその性質
・動摩擦力とその性質
・空気の抵抗力
・水圧と浮力

１編　２章　力と運動の法則

【知識及び技能】
さまざまな力、力のつり合い、運動の法則、物体の落下運動
について、観察、実験などを通して理解しているとともに、
科学的に探究するための基本操作や基本技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまな力とそのはたらきについて、問題を見いだし見通
しをもって観察、実験などを行い、科学的に考察し表現して
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな力とそのはたらきに関する事物・現象に主体的に
関わり、科学的に探究しようとしている。

〇 〇

練馬工科

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査

態

２編　２章　波

【知識及び技能】
波の性質、音と振動について、観察、実験などを通して理解
しているとともに、科学的に探究するための基本操作や基本
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
波について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験など
を行い、科学的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
波に関する事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとしている。

〇 〇 〇 11

〇 13

〇 13

配当
時数

〇 〇 1

原理・法則などについて理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

エネルギー的な視点から、自然現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

エネルギー的な視点から、自然現象についての
理解を深め，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能を身に付け
る。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

東京書籍　改訂　新編　物理基礎

理科

事物・現象から問題を見いだす力や見通しをもって観察，実験などを行う力を身に付けるようにする。また、得られた結果を分析して解釈，表現できるようにする。

身近な事物・現象に関心や探究心をもち、科学的な視点・考察力を養うとともに、科学技術に対する関心を高める態度を身につける

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

２
学
期

１編　３章　力学的エネルギー

【知識及び技能】
運動エネルギーと位置エネルギー、力学的エネ
ルギーの保存について、観察、実験などを通し
て理解しているとともに、科学的に探究するた
めの基本操作や基本技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギーについて、問題を見いだし見
通しをもって観察、実験などを行い、科学的に
考察し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的
に関わり、科学的に探究しようとする態度を養
う。

・仕事
・仕事率と仕事の原理
・運動エネルギー
・位置エネルギー
・力学的エネルギーの保存
・力学的エネルギーが保存されない運動

１編　３章　力学的エネルギー

【知識及び技能】
運動エネルギーと位置エネルギー、力学的エネルギーの保存
について、観察、実験などを通して理解しているとともに、
科学的に探究するための基本操作や基本技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギーについて、問題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、科学的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的に関わり、科
学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 8

２編　１章　熱

【知識及び技能】
熱と温度、熱の利用について、観察、実験など
を通して理解しているとともに、科学的に探究
するための基本操作や基本技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
熱について、問題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に考察し表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
熱に関する事物・現象に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度を養う。

・温度と熱運動
・熱と物質
・熱の移動と保存
・熱と仕事
・熱機関と不可逆変化

２編　１章　熱

【知識及び技能】
熱と温度、熱の利用について、観察、実験などを通して理解
しているとともに、科学的に探究するための基本操作や基本
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
熱について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験など
を行い、科学的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
熱に関する事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとしている。

〇 〇 〇 7

定期考査
〇 〇 1

２編　２章　波

【知識及び技能】
波の性質、音と振動について、観察、実験など
を通して理解しているとともに、科学的に探究
するための基本操作や基本技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
波について、問題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に考察し表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
波に関する事物・現象に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度を養う。

・いろいろな波
・波の表し方
・横波と縦波
・波の重ね合わせ
・定在波
・波の反射
・音波
・弦の固有振動
・気柱の固有振動



70

合計

３
学
期

２編　３章　電気

【知識及び技能】
物質と電気抵抗、電気の利用について、観察、
実験などを通して理解しているとともに、科学
的に探究するための基本操作や基本技能を身に
付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
電気について、問題を見いだし見通しをもって
観察、実験などを行い、科学的に考察し表現で
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
電気に関する事物・現象に主体的に関わり、科
学的に探究しようとする態度を養う。

・動いていない電気、動いている電気
・電流と電気抵抗
・直列接続と並列接続
・電力と電力量
・電流がつくる地場
・発電機のしくみ
・直流と交流
・電磁波

２編　３章　電気

【知識及び技能】
物質と電気抵抗、電気の利用について、観察、実験などを通
して理解しているとともに、科学的に探究するための基本操
作や基本技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
電気について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験な
どを行い、科学的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
電気に関する事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究し
ようとしている。

〇 〇 〇 10

２編　４章　エネルギーとその利用

【知識及び技能】
さまざまなエネルギーの特性や利用、放射線の
種類や性質、放射性物質の基本的な性質につい
て理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまなエネルギーの特性や利用、放射線の
種類や性質、放射性物質の基本的な性質につい
て、問題を見いだし、科学的に考察し表現でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
エネルギーとその利用に関する事物・現象に主
体的に関わり、科学的に探究しようとする態度
を養う。

・エネルギーの変換と保存
・原子核のエネルギー
・放射線の利用と安全性
・エネルギの利用と課題

２編　４章　エネルギーとその利用

【知識及び技能】
さまざまなエネルギーの特性や利用、放射線の種類や性質、
放射性物質の基本的な性質について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまなエネルギーの特性や利用、放射線の種類や性質、
放射性物質の基本的な性質について、問題を見いだし、科学
的に考察し表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
エネルギーとその利用に関する事物・現象に主体的に関わ
り、科学的に探究しようとしている。

〇 〇 〇 5

定期考査
〇 〇 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：体育

【 知　識　及　び　技　能 】運動技能のポイントを理解し、実践することができるようにする。

仲間と協力しながら意欲的に授業に取り組むこ
とができる。ルールやマナーを守り、責任ある
行動ができる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

ルールや技能のポイントを理解し、実践に生か
すことができる。運動の特性や安全面について
理解し、実際に行動することができる。

自分の課題を見つけ、改善方法を考えながら取
り組むことができる。
学習したことをもとにより良い方法を考えるこ
とができる。自分や仲間の動きを振り返ること
ができる。

保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代高等保健体育・ステップアップスポーツ2026

保健体育

自分の課題を見つけ、改善方法を考えたり、仲間と協力したりすることができるようにする。

仲間を思いやり協力して活動することができるようにする。

知 思 態

C 水泳
【知識及び技能】
　基本的な泳法の動きを理解し、
正しく泳ぐことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の泳ぎを振り返り、課題を
見つけて改善する方法を考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　意欲的に取り組み、最後まで粘
り強く泳ぐことができるようにす
る。

○

○ ○ 10

配当
時数

○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

１
学
期

A 新体力テスト
【知識及び技能】
　正しい測定方法や動きのポイン
トを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の課題を分析し、記録向上
の方法を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の体力向上に関心をもち、
最後まで意欲的に取り組むことが
できる。

・新体力テストの測定方法、各種
目のポイントや伸ばすための方法

【知識・技能】
　測定方法を理解している。
【思考・判断・表現】
　自分の課題を分析している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自分の体力向上に関心を持っている。

○

B　ゴール型
【知識及び技能】
　基本的な技能を理解し、状況に
応じて使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ゲームの状況に応じて適切な判
断をし、効果的なプレーを選択す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　仲間と協力しながら、積極的に
ゲームや練習に参加することがで
きる。

定期考査

○

・個人技能
・ゲーム

【知識・技能】
　基本的な技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　ゲームの状況判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　仲間と協力しながら、積極的に行動してい
る。

【知識・技能】
　基本的な泳法ができる。
【思考・判断・表現】
　自分の泳ぎを振り返り、課題を見つけるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　安全に配慮し、ルールや指示を守ることが
できる。

○

定期考査

12○

○ 13

D 　ネット型
【知識及び技能】
　サーブ、レシーブなどの基本的
な技能を理解し、使えるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　相手の位置や動きを見て、どこ
に返球するかを判断することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　仲間と協力しながら積極的に
ゲームに参加することができる。

・個人技能
・ゲーム

【知識・技能】
　基本的な技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　ゲームの状況判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　仲間と協力しながら、積極的に行動してい
る。

○ ○ ○ 13

○ ○

・安全指導
・クロール、平泳ぎ
・習熟別授業の実施

２
学
期

C ベースボール型
【知識及び技能】
　打つ、投げる、捕るなどの基本
的な技能を理解し、状況に応じて
使えるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　ゲームの状況に応じてどこに投
げるか、どう打つかを判断できる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　チームの一員として協力しなが
ら、意欲的にゲームに参加できる
ようにする。

・個人技能
・ゲーム

【知識・技能】
　基本的な技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　ゲームの状況判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　仲間と協力しながら、積極的に行動してい
る。



合計

70

10

D 　ネット型
【知識及び技能】
　サーブ、レシーブなどの基本的
な技能を理解し、使えるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　相手の位置や動きを見て、どこ
に返球するかを判断することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　仲間と協力しながら積極的に
ゲームに参加することができる。

・個人技能
・ゲーム

【知識・技能】
　基本的な技能を習得している。
【思考・判断・表現】
　ゲームの状況判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　仲間と協力しながら、積極的に行動してい
る。

○ ○ ○ 13

３
学
期

E　陸上競技　長距離走
【知識及び技能】
　基本的な走り方や呼吸の仕方を
理解し、一定のペースで走ること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の体力や記録をもとに、適
切なペース配分を考えて走ること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　記録向上に向けて最後まで粘り
強く走ることができる。

【知識及び技能】
　一定のペースで走ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の体力や記録をもとに、適切なペース
配分を考え、目標を立てることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　最後まで粘り強く走ることができる。

２
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自分の健康に関心を持ち、主体的に学習に取り
組むことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 保健

生活習慣と健康の関係について理解し、実生活
に生かすことができるようにする。

健康に関する情報をもとに、適切な工藤を判断
できるようにする。

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代高等保健体育・ステップアップスポーツ2026

保健体育

自分の生活習慣を振り返り、健康課題を見つけて解決することができるようにする。「

自分の健康に関心を持ち、主体的に学習に取り組むことができるようにする。

○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

A 思春期と健康
【知識及び技能】
　思春期における心身の発達の特
徴について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　思春期の心身の変化を踏まえ、
自分の生活や行動について考える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　思春期の心身の変化に関心をも
ち、主体的に学習に取り組むこと
ができる。

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識・技能】
　性ホルモンの働きと二次性徴を現れについ
て理解している。
【思考・判断・表現】
　ストレスや悩みの原因、改善のために必要
な取り組みを判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　我が国の健康課題に関心をもち、主体的に
学習に取り組むことができる。

○

B　妊娠と出産
【知識及び技能】
　妊娠の成立から出産までの過程
について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　妊娠、出産に関する正しい知識
をもとに母体や胎児の健康につい
て考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命の誕生に関心を持ち、主体
的に学習に取り組むができる。

○

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識・技能】
　受精、着床、胎児の発育について理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　生命の尊さや責任について理解し、自分の
考えを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　我が国の健康課題に関心をもち、主体的に
学習に取り組むことができる。

定期考査
〇

○ 6

D 中高年と健康
【知識及び技能】
　中高年における心身の変化につ
いて理解できる、
【思考力、判断力、表現力等】
　中高年の健康課題について興味
を持ち、考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　中高年の健康について興味を持
ち、主体的に学習に取り組むこと
ができる。

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識・技能】
　加齢に伴う健康課題やその予防方法につい
て理解できる。
【思考・判断・表現】
　自分や家族の生活と関連付けて必要な取り
組みを判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　我が国の健康課題に関心をもち、主体的に
学習に取り組むことができる。 ○ ○ ○ 6

○ ○ 6

1〇〇

保健

【 知　識　及　び　技　能 】健康の保持増進や疾病予防について基本的な知識を理解できるようにする。

態

○ ○ 7

配当
時数

○ ○

〇 〇

○

〇 1

３
学
期

E　働くことと健康
【知識及び技能】
　働くことと健康の関係について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　働く人の健康課題について理解
し、適切な対応や支援について考
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　働くことと健康の関係に関心を
持ち、主体的に学習に取り組むこ
とができる。

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識及び技能】
　職業病や労働災害の原因と予防について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　労働環境と心の健康の関係を踏まえ、自分
や身近な生活を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　労働環境や精神疾患について関心を持ち、
主体的に学習に取り組むことができる。

２
学
期

C 人工妊娠中絶
【知識及び技能】
　人工妊娠中絶の方法や母体への
影響について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　人工妊娠中絶に関する知識をも
とに命や健康について考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命や性に関する問題に関心を
持ち、主体的に学習に取り組むこ
とができる。

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識・技能】
　望まない妊娠を防ぐための方法について理
解できる。
【思考・判断・表現】
　生命の尊さや責任について自分の考えを持
ち、説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　我が国の健康課題に関心をもち、主体的に
学習に取り組むことができる。

定期考査



○

〇 1

○ 6

合計

35

定期考査
〇 〇

○

３
学
期

E　働くことと健康
【知識及び技能】
　働くことと健康の関係について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　働く人の健康課題について理解
し、適切な対応や支援について考
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　働くことと健康の関係に関心を
持ち、主体的に学習に取り組むこ
とができる。

・知識の定着
・話し合い活動
・調べ学習

【知識及び技能】
　職業病や労働災害の原因と予防について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　労働環境と心の健康の関係を踏まえ、自分
や身近な生活を振り返ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　労働環境や精神疾患について関心を持ち、
主体的に学習に取り組むことができる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭科 家庭基礎
家庭科 家庭基礎 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的
に捉え家族・家庭の意義、社会との関りについ
て理解を深め、生活を主体的に営むために必要
な家族・家庭、衣食住、消費や環境等について
理解しているとともに、それに関わる技能を身

生涯を見通して家庭や地域及び社会における生
活の中から問題を見出して課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察したこ
とを根拠に基づいて倫理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に着けている。

様々な人々と協働しよりよい社会・生活の構築
に向け、課題の解決に主体的に取組んだり、振
り返って改善し、自分の課程や地域社会の生活
を想像し実践しようとしている。

新図説　家庭基礎　実教出版

家庭科

【 知　識　及　び　技　能 】人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的により良く生きるための知識と技能を身につける。

生涯を見通して生活の中から問題を見出し課題を設定し、解決する力を身につける。

人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に取り組み、自分や家族、地域の生活を創造し、実践しようとする。

4

定期考査 0

B 単元　自分らしい生き方と家族
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・さまざまな家族形態について学
ぶ。・さまざまな結婚，家族・家
庭の意義や機能について理解す
る。
・家族に関する法律を知り，その
理念や現在の動きについて学ぶ。

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○ ○ ○

態
配当
時数

A 単元　自分らしい生き方と家族
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・青年期の課題である生活的・経
済的・精神的・性的自立について
理解し，自覚できるようにする。
・男女共同参画社会の推進につい
て理解する。

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○ ○ ○ 4

３
学
期

G 単元　高齢者・子どもとかかわる
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・高齢者とかかわることの意義，
高齢社会の現状と課題について学
習する。
・子どもの身体の成長について，
大まかな流れと特徴を学ぶ。
・発達の順序や，子どもの世界観
について学ぶ

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○ ○

・繊維の種類と特徴、糸や布につ
いて学ぶ。
・裁縫用具の使い方を学ぶ
・エプロン製作

【知識・技能】
　授業内容を理解し、ミシンが上手く扱え
る。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服実習に取り組み期限内に提出する

○ ○ ○ 18

1

２
学
期

E 単元　経済的に自立する
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・家計の構成（収入・支出）を学
習する。
・現代の家計の特徴について学習
する。
・契約や多様な販売方法・問題商
法を学ぶ。
・消費者を守る権利について学ぶ

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○ 10

F 単元　衣生活をつくる
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

期末確認テスト 1学期の学習を理解している
○ ○

○ ○

１
学
期

70

○ ○

○ 10

H 単元　住生活をつくる
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・住まいの機能や文化，生活様式
について学習する。
・基本的な平面図の読み取り方を
学習する。
・生活行為に対応した様々な住空
間について学習する。
・住まいにおけるバリアフリーや
ユニバーサルデザインについて学
習する。

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業に真面目に取り組み提出物を期限内に出
す

○ ○ ○

7

合計

10

D 単元　食生活をつくる
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

調理の基本と調理実習①焼菓子
調理の基本と調理実習②キッシュ
調理の基本と調理実習③パン

【知識・技能】
　授業内容を理解している。
【思考・判断・表現】
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身支度を整え実習に取り組み提出物を期限内
に出す

○ ○ ○ 6

C単元　食生活をつくる
【知識及び技能】
　授業の内容を理解し基礎的な力を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
表現力や思考力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加している。

・食べることと健康のかかわり，
現代の食生活の変化と問題点につ
いて学習する。
・5大栄養素と水について学習し，
からだとのつながりについて考え
る。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

C 単元
【知識及び技能】
集合および命題に関する基本的な
用語や考え方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
命題の構造を整理し、論理的に判
断・説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
論理的思考を意識して主体的に学
習に取り組む。

・指導事項
　集合と要素/部分集合
　命題とその真偽/逆・裏・対偶
・教材
　教科書・問題集
・一人１台端末の活用
　ベン図を用いた可視化

【知識・技能】
集合および命題に関する基本的な用語や考え
方を理解している。
【思考・判断・表現】
命題の構造を整理し、論理的に判断・説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
論理的思考を意識して主体的に学習に取り組
む。

定期考査

定期考査

C 単元
【知識及び技能】
二次関数の式とグラフの関係を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
平方完成を用いてグラフを書く。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　二次関数の定義/グラフの概形
　平方完成
・教材
　教科書・問題集
・一人１台端末の活用
　グラフ描画ソフトによる係数変
化の確認

【知識・技能】
二次関数の式とグラフの関係を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
平方完成を用いてグラフの特徴を考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
基本事項を意識して学習に取り組む。

２
学
期

数学練馬工科 数学Ⅰ演習
数学 数学Ⅰ演習 3

数学のよさや有用性を認識し、主体的に学習に取り組む態度を養うとともに、
粘り強く考え、問題解決の過程を振り返って考察・改善しようとする姿勢を育てる。

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
三角比の定義を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
三角比を用いて図形の性質を考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　鋭角の三角比/相互関係
・教材
　教科書・問題集
・一人１台端末の活用

定期考査

○ 20

D 単元
【知識及び技能】
二次関数を用いて問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
条件を整理し、妥当な解を判断す
る。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　グラフの最大・最小
　二次関数の利用
　平方完成
・教材
　教科書・問題集
・一人１台端末の活用
　グラフ描画ソフトによる係数変
化の確認

【知識・技能】
二次関数を用いた問題を適切に処理できる。
【思考・判断・表現】
条件を整理し、妥当な解を判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
応用問題にも粘り強く取り組む。

○ ○ ○ 19

○ ○

○ ○

○ 20

1

合計

105

○ 24

知 思

【知識・技能】
三角比の定義を理解し、基本的な計算ができ
る。
【思考・判断・表現】
三角比を用いて図形の性質を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
演習に意欲的に取り組む。

○ ○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【主体的に学習に取り組む態度等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形と計量，二次関数及び集合と命題についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

図形の性質や計量について論理的に考察し表現する
力，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラ
フを相互に関連付けて考察する力，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したり
する力を養う。

数研出版　改訂版　新編　数学Ⅰ

数学

数学的な見方・考え方を働かせ、事象の性質や関係を論理的に考察するとともに、
得られた結果を根拠に基づいて判断し、数学的に表現する力を養う。

数学Ⅰ演習

【 知　識　及　び　技　能 】

B 単元
【知識及び技能】
三角比を用いた基本的な問題を解
く。
【思考力、判断力、表現力等】
三角比を用いて図形の性質を考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
　三角比の応用/三角比の拡張
・教材
　教科書・問題集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
三角比を用いた基本的な問題を解くことがで
きる。
【思考・判断・表現】
三角比を用いて図形の性質を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
演習に意欲的に取り組む。

○ ○ ○ 19

態

数学における基本的な概念、原理・法則を体系的に理解するとともに、
事象を数理的に捉え、適切に表現・処理するために必要な技能を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○ ○ 1

1○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 〇 ○ ○ 1

外国語（英語）

7

7

7

6

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

配
当
時
数

態

〇

〇

【 知　識　及　び　技　能 】英語の特徴のきまり（音声・語彙・文法）を理解しているか。

〇

〇

○ ○

○

〇

英語コミュニケーションⅡ

〇〇 〇

思

2

【思考力、判断力、表現力等】

〇 〇

授業やコミュニケーション活動に積極的に参加
し、わからない場面でもやり取りを継続しようと
する態度を養う。

〇

5

〇

〇 〇 〇 5

〇 〇 5

〇 5

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ

２
学
期

単元　Lesson７ Section1
【知識及び技能】
　比較級を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　アイネ・フランクという人物につ
いて知っている。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・比較表現〈-er〉〈the -est〉
〈as＋原級＋as〉を用いた文の
形・意味・用法を理解している。

〇 〇

【知識及び技能】

・基本的な語彙・文法事項を定着させ、身近な
話題について英語を聞く・読む・話す・書くこ
とができる。
・英文を正確に音読し、必要な情報を聞き取る
力を身につける。

学んだ語彙・文法を活用し、自分の考えや経験、意
見を英語で表現できる。
課題に対して適切な内容を選択し、相手に伝わるよ
うに表現できる。

All Aboard ! English Communication Ⅰ（東京書籍）

外国語（英語）

学んだ英語を活用し、自分の考えや相手の意図を理解・表現しているか。

積極的にコミュニケーションを図ろうとしているか。

英語コミュニケーションⅡ

・自分の好きな絵とそれを好きな
理由などについて、受け身〈be動
詞＋過去分詞〉を用いて、情報や
考えなどを話したり書いたりして
伝える技能を身につけている。 〇

単元　Lesson6 まとめ
【知識及び技能】
　自分の好きな絵の描写を表現できる文
法事項を知っている。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の好きな絵について発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

領域

〇

○

１
学
期

単元　Lesson6 Section1
【知識及び技能】
　歌川国芳の作品について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　絵の描写を表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・受け身〈be動詞＋過去分詞〉を
用いた文の形・意味・用法を理解
している。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

単元　Lesson6 まとめ
【知識及び技能】
　自分の好きな絵の描写を表現できる文
法事項を知っている。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の好きな絵について発表できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・自分の好きな絵とそれを好きな
理由などについて、受け身〈be動
詞＋過去分詞〉を用いて、情報や
考えなどを話したり書いたりして
伝え合う技能を身につけている。

知

【学びに向かう力、人間性等】

単元　Lesson6 Section２
【知識及び技能】
　浮世絵について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　絵の歴史的背景を表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・江戸時代の浮世絵師、歌川国芳
について、受け身〈be動詞＋過去
分詞〉の理解をもとに概要や要点
を捉える技能を身につけている。

○ 〇 〇

確認テスト
1学期の復習

文法の復習

単元　Lesson７ Section２
【知識及び技能】
　アイネ・フランクが書いた日記の
内容を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ある人物について表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・アンネ・フランクについて、比
較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋
原級＋as〉の理解をもとに概要や
要点を捉える技能を身につけてい
る。

〇 〇

単元　Lesson７ まとめ
【知識及び技能】
　良い人生を歩むにはどうしたら良
いか理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
生きることの意味について考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・自分に影響を与えた人物につい
て調べた事柄を用いて、その人物
についての情報などを話したり書
いたりして伝え合う技能を身につ
けている。

〇 〇 〇

単元　Lesson7 Section１
【知識及び技能】
　バリ島の環境問題について理解で
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・環境問題は世界各国で深刻であ
り、自然に解決するものではない
ことを理解する。

〇 〇 〇



〇 〇 〇 〇 〇 3

8〇〇

単元　Lesson7 Section２
【知識及び技能】
　バリ島の環境問題に対してメラ
ティとイザベルがどのように解決し
ようとしたか理解している。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・こどもでも環境問題解決につい
て行動できることを理解する。

〇 〇 〇 〇 〇 5

単元　Lesson7 Section３
【知識及び技能】
　メラティとイザベルが直面した困
難とそれをどのように乗り越えたか
を理解できる。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・環境問題はその地域全体のこと
で困難も伴うが、それを実際に乗
り越えた人たちがいることを学
ぶ。

〇 〇 〇

〇

〇

〇 5

〇 5

3
学
期

Lesson5
【知識・技能】
達成しやすい目標の立て方を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
自分の就職・進学後の目標を具体的に設
定できる。
【主体的に学ぼうとする態度】
積極的に表現しようとしている

・就職や進学した後に目標を立て
る際、具体的に、何をといつまで
を意識し、逆算していくことが達
成可能性が高まることを学ぶ。

○ 〇 〇

２
学
期

〇

単元Lesson7まとめ
【思考・判断・表現】
Lesson8で学んだナッジを使って環
境問題解決のための方法を表現でき
る。

・環境問題解決にむけて今すぐで
きることを、これまで学んだ内容
を用いて表現する。

合
計

69

確認テスト

〇

単元　Lesson7 Section１
【知識及び技能】
　バリ島の環境問題について理解で
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に表現しようとしている。

・環境問題は世界各国で深刻であ
り、自然に解決するものではない
ことを理解する。

〇 〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

140

140

①知識・技能
　実習に関する基礎的な知識の理解状況およ
び、工具・機器を安全に使用した基本的な技
能の習得状況を、レポート、作品、提出課題
及び行動観察により評価する。

②思考・判断・表現
　実習の工程や結果について考察し、課題に
対する判断や成果を適切に表現できているか
を、レポート、作品、提出課題及び行動観察
により評価する。

③主体的に学習に取り組む態度
　安全意識と責任感を持ち、主体的に実習へ
取り組もうとする態度を、レポート、出欠・
遅刻の状況及び行動観察により評価する。

※出欠・遅刻の状況については、実習への取
組状況を把握するための参考資料として用い
る。

合計

○ ○ ○

デザイン分野班：デザイン系
【知識及び技能】
　デザインや工芸の基礎を理解
し、材料や用具を用いた基本的な
制作技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
意図や目的に基づいて構想を練
り、制作過程や成果を適切に表現
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
制作への意欲と責任感を持ち、主
体的に実習に取り組む態度を育て
る。

１．イラストレーターの使用方法
の習得
２．イラストレーター・ペンツー
ルでのトレース作業の習得
３．オリジナルロゴマーク、ス
テーショナリーデザインの作成
４．ビジュアルデザインに関する
基礎演習
５．木材加工法の習得、立体パズ
ルの制作
６．先端技術
教材
 工業技術基礎・ワークシート
一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

態
配当
時数

1
学
期
・
２
学
期
・
３
学
期

機械分野班：機械系実習
【知識及び技能】機械加工の基礎
を理解し、安全に基本的な作業技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】作
業工程や結果を考察し、適切に判
断・表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】安
全意識と責任感を持ち、主体的に
実習に取り組む態度を育てる。

１．旋盤加工に関する基礎的な知
識と技術の習得
２．溶接に関するに関する基礎的
な知識と技術の習得
３．内燃機関の分解・組立に関す
る基礎的な知識と技術の習得
４．自動車の点検作業に関する基
礎的な知識と技術の習得
５．先端技術
教材
 工業技術基礎・ワークシート
一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

電気分野班：電気系
【知識及び技能】電気の基礎を理
解し、測定や配線などの基本的な
技能を安全に身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】回
路や作業結果を基に、適切に考
察・判断・表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】安
全意識と責任感を持ち、主体的に
実習に取り組む態度を育てる。

１．電気工事に関する総合的な知
識と技術の習得
２．電線の被覆の剥ぎ取り方や基
本的な配線接続方法の習得
３．電気回路の要素に関する基礎
的な知識と技術の習得
４．直流回路に関する基礎的な知
識と技術の習得
５．交流回路に関する基礎的な知
識と技術の習得
６．先端技術
教材
 工業技術基礎・ワークシート
一人１台端末の活用　等

実習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

各系列の技術について工業のもつ社会的な意義
や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解す
るとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

各系列の技術に関する課題を発見し，工業に携
わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の
進展に対応し解決する力を養う。

各系列の技術に関する広い視野をもつことを目
指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構造を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

工業技術基礎

工業

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

工業 実習
工業 実習 4

１クラスを３分野３班に編成し、各班ごとに該当分野の実習を履修する。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

製図に関する基礎的・基本的な知識を理解し、
図面等の役割や作図法などについて、実践的な
知識および技能を身につけている。

製図に関する基礎的・基本的な知識を理解し、
図面等の役割や作図法などについて、実践的な
知識および技能を身につけている。

製図（実教出版）

工業

工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構造を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

製図

【 知　識　及　び　技　能 】

工業 製図 2

配当
時数

１
学
期

A 製図の基礎の復習
【知識及び技能】
・投影図をかくさい、品物の形を表
すのに必要な図形について理解し、
投影図の製作順序を習得させる。
・第三角法による投影図のかき方を
習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・品物の形状を平面で表す方法とし
て、第三角法による投影法を考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・立体を平面で表す方法について関
心を持たせ、意欲的に学習に取り組
もうとさせる。

〇製図の基礎の復習
1.定規とコンパスを用いて、平面図
形を正確にかく。
2.品物の形状を平面上に表す投影法
について理解させる。
・第三角法による投影を理解させ
る。

【知識及び技能】
第三角法による投影図の描き方を理解し、定規
とコンパスを用いて製図を行うことができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・品物の形状を平面で表す方法として、第三角
法による投影法を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・立体を平面で表す方法について関心をもち、
意欲的に学習に取り組もうとしている。 ○ ○ ○ 4

B 基礎製図検定指導
【知識及び技能】
・品物の形状が一目でわかる図示法
として、キャビネット図および等角
図について理解してさせる。
・いろいろな断面図の表し方につい
て理解し、わかりやすい断面の切断
方法や図示の方法を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・立体を平面で表す方法を考察させ
る。
・わかりやすい断面の切断方法や図
示の方法を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・キャビネット図および等角図につ
いて関心を持たせ、粘り強く学習に
取り組もうとさせる。
・いろいろな断面図の表し方につい
て関心をもち、粘り強く学習に取り

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

70

12

○ 8

○ 24

○ ○ ○ 22

合計

○ ○

○ ○

A ＣＡＤシステム
【知識及び技能】
・ＣＡＤシステムの概要、構成、規
格に関する知識を身につけ、ＣＡＤ
システムの機能を習得させる。
・二次元ＣＡＤの特徴を理解し、作
図の技能を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ＣＡＤシステムの概要・構成・機
能などについて考察させる。
・二次元ＣＡＤ作図について考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ＣＡＤシステムは手がき製図と比
較してどのような利点があるか理解
させ、二次元ＣＡＤによる作図に関
心を持たせる。

【知識及び技能】
・ＣＡＤシステムの概要・構成・規格に関する
知識を身につけ、ＣＡＤシステムの機能を習得
している。
・二次元ＣＡＤの特徴を理解し、作図の技能を
習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・ＣＡＤシステムの概要・構成・機能などにつ
いて考察できる。
・二次元ＣＡＤ作図について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ＣＡＤシステムは手がき製図と比較してどの
ような利点があるか理解し、意欲欲的に学習に
取り組もうとする。
・二次元ＣＡＤによる作図に関心がある。

・ＣＡＤシステムの概要を理解させ
る。
・ＣＡＤシステムの構成および機能
について理解させる。
・ＣＡＤシステムに関する規格につ
いて理解させる。
・二次元ＣＡＤによる作図の手順を
理解させる。

A 機械製図の基礎知識
【知識及び技能】
・ねじの種類と用途に関する知識及
びねじの表し方について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・ねじの通常図示と簡略図示の図か
ら、それぞれその内容を考察させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・ねじなどの締結用機械要素の製図
に関心を持たせ、JISに基づくねじ
の表し方について理解させる。

・ねじの名称と種類、ねじの図示
法、ＪＩＳに基づくねじの表し方つ
いて理解させる。
・ボルトの種類、六角ボルト・ナッ
トの呼び方、ボルト・ナットの略画
法について理解させる。
・小ねじ、止めねじ・座金などの表
し方を理解させる。

【知識及び技能】
・ねじの種類と用途に関する知識を身につけ、
ねじ製図の技能を習得している。
・ねじの表し方について理解し、ねじ込み部の
寸法記入の方法を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・ねじの通常図示と簡略図示の図から、それぞ
れその内容を考察できる。
・ＪＩＳで定められたねじの表しかたの構成を
みて、その内容を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ねじなどの締結用機械要素の製図に関心をも
ち、JISに基づくねじの表し方について理解で
きる。

B 単元
【知識及び技能】
キャビネット図、等角図について理解し、様々
な立体の表現方法を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・立体を平面で表す方法を考察できる
・わかりやすい断面の切断方法や図示の方法を
考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・キャビネット図および等角図、様々な立体の
表現方法について関心をもち、粘り強く学習に
取り組もうとしている。

２
学
期

B 基礎製図検定指導
【知識及び技能】
・品物の形状が一目でわかる図示法
として、キャビネット図および等角
図について理解させる。
・いろいろな断面図の表し方につい
て理解し、わかりやすい断面の切断
方法や図示の方法を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・立体を平面で表す方法を考察させ
る。
・わかりやすい断面の切断方法や図
示の方法を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・キャビネット図および等角図につ
いて関心を持たせ、粘り強く学習に
取り組ませる。
・いろいろな断面図の表し方につい
て関心をもち、粘り強く学習に取り

・立体の表現
・等角投影図と三角法
・補助投影図
・展開図
・断面図

【知識及び技能】
キャビネット図、等角図について理解し、様々
な立体の表現方法を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
・立体を平面で表す方法を考察できる
・わかりやすい断面の切断方法や図示の方法を
考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・キャビネット図および等角図、様々な立体の
表現方法について関心をもち、粘り強く学習に
取り組もうとしている。

３
学
期

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

授業準備を行い、授業に積極的に参加し自ら製
図における基礎的・基本的な知識や技術を習得
しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

工業 製図

○ ○ ○

〇基礎製図検定指導
・立体の表現
・等角投影図と三角法
・補助投影図
・展開図
・断面図



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

安全で安心な機械を設計する力の向上を目指し
て自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製
造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

工業 機械設計基礎
工業 機械設計基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

機械設計について機械に働く力、材料及び機械
装置の要素を踏まえて理解するとともに、関連
する技術を身に付けるようにする。

機械設計に関する課題を発見し、技術者として
科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し
解決する力を養う。

機械設計１ 新訂版（実教出版）

工業

工業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構造を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

機械設計基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

A 1. 機械のしくみ
【知識及び技能】
　機械の定義を理解させ，機械がさ
まざまな機構や要素を組み合わせて
できていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
機械とはどのようなものか，機械の
定義・なりたち・動きなどを考察
し，機械か否かを総合的に判断させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
機械に関心を持たせ，機械の定義,
機械のしくみ,機械の機構，機械要
素を探求する。

『指導項目』
・機械の設計
・安全、環境と設計
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
　機械の定義を理解し，機械がさまざまな機
構や要素を組み合わせてできていることを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
機械とはどのようなものか，機械の定義・な
りたち・動きなどを考察し，機械か否かを総
合的に判断している。
【学びに向かう力、人間性等】
機械に関心をもち，機械の定義,機械のしく
み,機械の機構，機械要素を探求しようとして
いる。

○ ○ ○ 4

B 1. 機械に働く力
【知識及び技能】
　作図や計算で力を合成・分解する
方法，計算によって力のモーメン
ト・偶力・重心を求める方法を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
力を合成・分解する方法，力の働き
やつり合い，重心の求め方の流れを
考えるさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
機械に働く力の工学的意義や物体に
動きを与える力について関心をもた
せる。

〇 8

２
学
期

A 1. 材料に加わる荷重
【知識及び技能】
　材料に加わる荷重を正しく分類す
ることができ，関連する用語を正し
く理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重を作用のしかたや加わる速さに
よって分類し、適切な計算方法を習
得させる。
【学びに向かう力、人間性等】
材料に加わる荷重の種類を知り，身
近な実例とその事象を探そうとする
態度を身につけさせる。

『指導項目』
・材料に加わる荷重
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

A 1. 材料に加わる荷重
【知識及び技能】
　材料に加わる荷重を正しく分類することが
でき，関連する用語を正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分
類し、適切な計算を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例
とその事象を探そうとする態度を身につけて
いる。 〇 〇

○ ○

『指導項目』
・力の合成、分解
・力のモーメント
・偶力
・重心
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
　作図や計算で力を合成・分解する方法，計
算によって力のモーメント・偶力・重心を求
める方法を理解し，それぞれの方法で結果を
導き出すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
力を合成・分解する方法，力の働きやつり合
い，重心の求め方の流れを考えることがで
き，力を数学的に捉え数式や数値で適切に表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
機械に働く力の工学的意義や物体に動きを与
える力について関心をもち，設計にどのよう
に役立てるかを探求し，理解しようとしてい
る。

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

1

○ ○ ○ 18

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

D 自動車の原理
【知識及び技能】
・自動車用エンジンの働きと動力伝
達に関する装置についての基本的な
知識を習得させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自動車用エンジンの構造・機能つ
いて，自ら思考を深める能力を身に
つけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
自動車用エンジンの性能およびその
付属装置などについて関心を持たせ
る。

『指導項目』
動力を発生させるガソリンエンジ
ンのしくみと原理
『教材』
独自プリント、ICT機器の活用

【知識及び技能】
・自動車用エンジンの働きと動力伝達に関す
る装置についての基本的な知識を習得してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自動車用エンジンの構造・機能ついて，自
ら思考を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
自動車用エンジンの性能およびその付属装置
などについて関心を持っている。

○ ○ ○ 3



〇 9

〇 8

B 温度変化による影響
【知識及び技能】
熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・
温度差の関係を理解し，熱応力が材
料の長さや太さには無関係であるこ
となどを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
熱応力の原理を理解し，線膨張係数
と関連づけて熱応力を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
熱応力に関心を持たせる。

『指導項目』
・温度変化による影響
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
熱応力と縦弾性係数・線膨張係数・温度差の
関係を理解し，熱応力が材料の長さや太さに
は無関係であることなどを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
熱応力の原理を理解し，材料の熱による伸
び・縮みを計算し，熱応力を求めることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
熱応力に関心をもち，熱応力の発生するしく
みを考察しようとしている。 〇 〇 〇 2

1

○ 5

３
学
期

材料の強さ
【知識及び技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメ
ント・曲げ応力を求める方法を理解
させ，せん断力図と曲げモーメント
図を描かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲げ応力，断面二次モーメント，断
面係数の関係式より，適切なはりに
ついて考える力を身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲げを受ける機械や構造物の部材の
強さに関心を持たせる。

『指導項目』
・材料の破壊
・はりの曲げ
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメント・曲
げ応力を求める方法を理解し，せん断力図と
曲げモーメント図を描くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲げ応力，断面二次モーメント，断面係数の
関係式より，適切なはりについて考える力を
身につけている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲げを受ける機械や構造物の部材の強さに関
心をもち，はりに生じる応力や変形について
探求し，実例について考察しようとしてい
る。

〇 〇

２
学
期

A 1. 材料に加わる荷重
【知識及び技能】
　材料に加わる荷重を正しく分類す
ることができ，関連する用語を正し
く理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重を作用のしかたや加わる速さに
よって分類し、適切な計算方法を習
得させる。
【学びに向かう力、人間性等】
材料に加わる荷重の種類を知り，身
近な実例とその事象を探そうとする
態度を身につけさせる。

『指導項目』
・材料に加わる荷重
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

A 1. 材料に加わる荷重
【知識及び技能】
　材料に加わる荷重を正しく分類することが
でき，関連する用語を正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重を作用のしかたや加わる速さによって分
類し、適切な計算を行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
材料に加わる荷重の種類を知り，身近な実例
とその事象を探そうとする態度を身につけて
いる。 〇 〇

定期考査

○ ○

D 自動車の原理
【知識及び技能】
・各種の動力伝達装置についての基
本的な知識を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・動力伝達装置の構造・機能および
変速比・減速比などについて自ら思
考を深める能力を身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
動力伝達装置の構造・作動について
関心を持たせる。

『指導項目』
・動力伝達装置
・自動車における様々な装置につ
いて
『教材』
独自プリント、ICT機器の活用

【知識及び技能】
・各種の動力伝達装置についての基本的な知
識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・動力伝達装置の構造・機能および変速比・
減速比などについて自ら思考を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
動力伝達装置の構造・作動について関心を持
ち、意欲的に探究に取り組んでいる。

○ ○

B せん断荷重
【知識及び技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性
係数の関係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひ
ずみを使って説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
せん断応力とせん断ひずみ，横弾性
係数について興味・関心を持たせ
る。

『指導項目』
・せん断荷重の計算
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
せん断応力，せん断ひずみ，横弾性係数の関
係を理解し，横弾性係数と縦弾性係数の違い
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
横弾性係数をせん断応力とせん断ひずみを
使って説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
せん断荷重の特質を考察し，せん断応力とせ
ん断ひずみ，横弾性係数について理解しよう
としている。 ○ ○ ○ 8

B 引張荷重・圧縮荷重
【知識及び技能】
応力，ひずみ，縦弾性係数の関係，
応力-ひずみ線図を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重－変形線図，応力－ひずみ線
図，弾性限度・比例限度・降伏点・
耐力・引張強さなどを正しく理解さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
荷重と応力の違い，変形量とひずみ
の違いを理解し，応力とひずみの関
係を知ろうとする意欲を持たせる。

『指導項目』
・引張荷重の計算
・圧縮荷重の計算
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

B 引張荷重・圧縮荷重
【知識及び技能】
　応力を適切な単位で表現でき，応力，ひず
み，縦弾性係数の関係，応力-ひずみ線図を理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
荷重－変形線図，応力－ひずみ線図，弾性限
度・比例限度・降伏点・耐力・引張強さなど
の説明ができ，応力とひずみの関係を計算に
より表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
荷重と応力の違い，変形量とひずみの違いを
理解し，応力とひずみの関係を知ろうとする
意欲があり，縦弾性係数を理解しようとして
いる。

○ ○ ○ 10



〇 9

定期考査

〇 〇

1

合計

70

３
学
期

材料の強さ
【知識及び技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメ
ント・曲げ応力を求める方法を理解
させ，せん断力図と曲げモーメント
図を描かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲げ応力，断面二次モーメント，断
面係数の関係式より，適切なはりに
ついて考える力を身につけさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
曲げを受ける機械や構造物の部材の
強さに関心を持たせる。

『指導項目』
・材料の破壊
・はりの曲げ
『教材』
教科書、独自プリント、ICT機器の
活用

【知識及び技能】
はりに生じるせん断力と曲げモーメント・曲
げ応力を求める方法を理解し，せん断力図と
曲げモーメント図を描くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
曲げ応力，断面二次モーメント，断面係数の
関係式より，適切なはりについて考える力を
身につけている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲げを受ける機械や構造物の部材の強さに関
心をもち，はりに生じる応力や変形について
探求し，実例について考察しようとしてい
る。

〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

【知識及び技能】
　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】

　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目
指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

・指導事項
第5章 環境デザイン
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○

２
学
期

【知識及び技能】
　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】
　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的

な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

・指導事項
第3章 ビジュアルデザイン
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○

・指導事項
第2章 デザインと創造活動
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○

○ ○

11

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ 7

11

11

○ ○ ○

・指導事項
第1章 工業におけるデザイン
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

D 単元
【知識及び技能】

　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】

　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

【知識及び技能】

　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

○ 23

【知識及び技能】
　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付けようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】

　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目
指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

・指導事項
第4章 プロダクトデザイン
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○ ○ 22

・指導事項
第2章 デザインと創造活動
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○ ○

8

合計

105

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】

　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目
指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

・指導事項
第1章 工業におけるデザイン
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○ ○ ○ 11

B 単元
【知識及び技能】
　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】
　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的

な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 単元

【知識及び技能】
　デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付けようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】

　デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的
な根拠に基づき構想を立て解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】

　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目
指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組もうと

している。

○

・指導事項
第2章 デザインと創造活動
・教材
デザイン実践（実教出版）
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　学習した内容を基に創造的な考えを持ち、解決に対して道
筋を立て、表現することができている。
【思考・判断・表現】
　思考・判断・表現の習得が認められる発表内容であった。
【主体的に学習に取り組む態度】
　デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上
を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り
組むことができた。

○

キャリア技術科 デザイン基礎
キャリア技術科 デザイン基礎 2

工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

デザインによる豊かで快適な生活空間を構築す
る力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に
主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

デザインについて社会や生活との関係を踏まえ
て理解するとともに、関連する技術を身に付け
ようとしている。

デザインにより解決できる課題を発見し、技術
者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決
する力を養う。

デザイン実践（実教出版）

キャリア技術科

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

デザイン基礎

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

後
期

単元名：体験（後期）
【知識及び技能】
自己や社会、職業に関する体験的
な学習を通し、将来を主体的に考
えるために必要な基礎的な知識及
び技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
体験活動を振り返らせ、自己の特
性や価値観を踏まえて将来の在り
方について考えさせ、その考えを
言語化し、表現する力を育成す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の将来に関心をもたせ、主体
的かつ協働的に学習や体験に取り
組み、学びを自己の成長や進路の
実現に生かそうとする態度を養

・指導事項
①自己理解
②社会・職業理解に関する項目
③体験活動
④資格取得を通した専門知識の修
得
⑤将来の在り方・生き方の考察

・教材
　各種テキスト　検定問題集
ワークシート等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　自己や社会、職業に関する体験的な学習を
通し、将来を主体的に考えるために必要な基
礎的な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
　体験活動を振り返り、自己の特性や価値観
を踏まえて将来の在り方について考え、その
考えを言語化し、表現する力を身に付けよう
としている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自己の将来に関心をもたせ、主体的かつ協
働的に学習や体験に取り組み、学びを自己の
成長や進路の実現に生かそうとする態度を養
おうとしている。

○ ○ ○

合計

70

35

配当
時数

前
期

単元名：体験（前期）
【知識及び技能】
自己や社会、職業に関する体験的
な学習を通し、将来を主体的に考
えるために必要な基礎的な知識及
び技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
体験活動を振り返らせ、自己の特
性や価値観を踏まえて将来の在り
方について考えさせ、その考えを
言語化し、表現する力を育成す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自己の将来に関心をもたせ、主体
的かつ協働的に学習や体験に取り
組み、学びを自己の成長や進路の
実現に生かそうとする態度を養
う。

・指導事項
①自己理解
②社会・職業理解に関する項目
③体験活動
④資格取得を通した専門知識の修
得
⑤将来の在り方・生き方の考察

・教材
　各種テキスト　検定問題集
ワークシート等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　自己や社会、職業に関する体験的な学習を
通し、将来を主体的に考えるために必要な基
礎的な知識及び技能を身に付けようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
　体験活動を振り返り、自己の特性や価値観
を踏まえて将来の在り方について考え、その
考えを言語化し、表現する力を身に付けよう
としている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自己の将来に関心をもたせ、主体的かつ協
働的に学習や体験に取り組み、学びを自己の
成長や進路の実現に生かそうとする態度を養
おうとしている。

○ ○ ○ 35

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

キャリアデザイン 体験Ⅱ

自己の在り方や生き方、職業や社会との関わり
に関する基礎的な事項を理解するとともに、体
験活動を通して必要な知識や技能を身に付け
る。

体験活動を基に、自己の特性や価値観、将来の
在り方について多面的・多角的に考察し、考え
たことを適切に表現する。

キャリアデザイン 体験Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各種テキスト　検定問題集　ワークシート等

キャリアデザイン

体験を通して自己の特性や価値観を踏まえ、将来の在り方を考え、分かりやすく表現する。

自己の将来に関心をもち、主体的・協働的に学習や体験に取り組もうとする。

体験Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】自己や社会、職業について理解し、将来を考えるための基礎的な知識や技能を身に付ける。

自己の将来や社会との関わりに関心をもち、主
体的かつ協働的に体験活動に取り組み、自己実
現に向けて継続的に行動しようとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

体験Ⅱは、生徒が前期・後期それぞれにおいて13の講座の中から希望する講座を選択し、受講する。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科 キャリアガイダンスⅡ 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

キャリアデザイン キャリアガイダンスⅡ

キャリアデザイン キャリアガイダンスⅡ

生徒の進路実現を目指し、適性や職種に興味・関心を抱かせ、自己理解と進路意識を高めさせる。

出席、課題の取り組み・提出状況

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生徒の進路実現を目指し、適性や職種に興味・
関心を抱かせ、自己理解と進路意識を高めさせ
る。

コミュニケーション力、自己表現力、集中力、忍
耐力や、挨拶や言葉遣い、話を聞く態度などの礼
儀作法といった、将来、職業生活をしていく上で
必要とされる能力の育成をはかる。

キャリアデザイン

コミュニケーション力、自己表現力、集中力、忍耐力や、挨拶や言葉遣い、話を聞く態度などの礼儀作法と
いった、将来、職業生活をしていく上で必要とされる能力の育成をはかる。

出席、課題の取り組み・提出状況が十分である

キャリアガイダンスⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ ○

○ ○ ○ 7

○

○

A 職業・進路活動の指導
【知識及び技能】
・外部講師や企業の方と接する際
の礼儀作法を身につけている
【思考力、判断力、表現力等】
・資料の中から的確に情報を収集
することができる
・コミュニケーションや自己表現
力を身に着ける・高めることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
・進路決定・実現のために自ら進
んで行動できる

合計

61

○インターンシップ　　　　　・
事前指導　　　　　　　　　・イ
ンターンシップ(3日間)　　・事後
指導
・報告会

○ ○ ○

○ 10

○ 15

○ 6

15

○

２
学
期

○職業指導　　　　　　　　　・
適性検査(ﾘｸﾙｰﾄ)　　　　　・企業
研究(ライセンス)

【知識・技能】
・外部講師や企業の方と接する際の礼儀作法を
身につけている
【思考・判断・表現】
・資料の中から的確に情報を収集している
【主体的に学習に取り組む態度】
出席状況、課題の取り組み・提出状況が十分で
ある

○ ○

３
学
期

A 職業・進路活動の指導
【知識及び技能】
・外部講師や企業の方と接する際
の礼儀作法を身につけている
【思考力、判断力、表現力等】
・資料の中から的確に情報を収集
することができる
・コミュニケーションや自己表現
力を身に着ける・高めることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
・進路決定・実現のために自ら進
んで行動できる

○職業・進路活動の指導　　　・
業界研究(企業・上級学校を招待し
た進路説明会)　　　　　・志望理
由書試し書き・添削　・模擬面接

【知識・技能】
・外部講師や企業の方と接する際の礼儀作法を
身につけている
【思考・判断・表現】
・資料の中から的確に情報を収集している
【主体的に学習に取り組む態度】
出席状況、課題の取り組み・提出状況が十分で
ある

○

B 自立支援プログラム
【知識及び技能】
・指示に従い、自主的に行動でき
る
【思考力、判断力、表現力等】
・活動や講話にあたって自ら考
え、判断、表現することができる
【学びに向かう力、人間性等】
・活動に自ら取り組むことができ
る

○自立支援プログラム実施　　・ｲ
ﾝﾀﾋﾞｭｰﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ　　　　　・みん
なでつくろう「ｸﾗｽの和」
・ﾁｰﾑｺﾝｾﾝｻｽ

【知識及び技能】
・指示に従い、自主的に行動している
【思考力、判断力、表現力等】
・活動や講話にあたって自ら考え、判断、表現
している
【学びに向かう力、人間性等】
・活動に自ら取り組んでいる

○

１
学
期

A 2年生及び在学期間の計画
【知識及び技能】
・1年間及び在学期間の目標や計画
を立てることができる
【思考力、判断力、表現力等】
・2年生及び在学期間の自立的生活
のために、積極的に考えることが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
・目標や予定の実行に向けて、自
ら行動することができる

○充実した2年生及び在学期間を過
ごすために計画を立て、自立的な
生活を促す　　　　　　　・CGオ
リエンテーション　　　・１年間
の目標を立てる　　　・校外学習
の計画を行う　　　　・社会人の
話を聞き、将来について考える

【知識・技能】
１年間及び在学期間の目標や計画を立てている
【思考・判断・表現】
2年生及び在学期間の自立的生活のために、積極
的に考えることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
出席状況、課題の取り組み・提出状況が十分で
ある

○職業・進路活動の指導
・インターンシップについて
・業界研究（企業・上級学校を招
待した進路説明会）　　　　・進
学希望者：オープンキャンパス参
加指導

【知識・技能】
・外部講師や企業の方と接する際の礼儀作法を
身につけている
【思考・判断・表現】
・資料の中から的確に情報を収集している
【主体的に学習に取り組む態度】
出席状況、課題の取り組み・提出状況が十分で
ある

A 職業・進路活動の指導
【知識及び技能】
・外部講師や企業の方と接する際
の礼儀作法を身につけている
【思考力、判断力、表現力等】
・資料の中から的確に情報を収集
することができる
・コミュニケーションや自己表現
力を身に着ける・高めることがで
きる
【学びに向かう力、人間性等】
・進路決定・実現のために自ら進
んで行動できる


